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ソーシャルワーク演習において心理劇を活用する意義
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要 旨
社会福祉士養成のための新カリキュラムの相談援助演習では、援助場面を想定した実技指導を中心
とする演習が求められた。このため、本研究の目的は、対人援助における心理劇の特徴や効果を踏ま
えて、社会福祉士の新カリキュラムの相談援助演習において心理劇を活用する意義について検討する
こととした。心理劇の特徴や福祉専門職に求められる心理劇を活用した相談援助演習等についてみて
いきながら、相談援助演習において心理劇を活用する意義を考察した。その内容は、即興で状況に応
じた自発的な適応行為をすることが自己覚知に影響を及ぼすこと、自発的演技を誘発する間接誘導の
技法は福祉対象者のストレングス視点を基にしたエンパワメントを強化するアプローチと捉えられる
こと、福祉専門職者には間接誘導の習得が求められ他者理解を深めるようにすること、ウォーミング・
アップの段階でイメージアップを図る体験が自発的適応行為と自己覚知に繋がること、以上である。
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１．はじめに
社会福祉の対象者に対して適切な相談援助（※ソーシャルワークを意味する。社会福祉士養成のための
新カリキュラムでは「相談援助」という用語になっているため、以降「相談援助」と記す）をするために
は、その対象者の内面や置かれている状況を理解することが必要になる。核家族化が進み高齢者とかかわ
る機会が少ない学生にとって、高齢者の生きてきた時代背景や生活環境を理解することは難しく、福祉の
現場での実習で高齢者とコミュニケーションをとることに自信がないとの報告もある１）。また、実践の現
場と離れた学内での講義では臨場感に乏しく、学生が利用者の気持ちを実感することは難しいと考えられ
る。利用者と学生がやり取りをする介護場面を教員が演じて見せ、学生に要介護状態となった利用者に関
する気づきを促す授業研究を実践した。その結果、学生は眼前の状況に対することへの気づきが多いが、
利用者の社会的背景や心理などを意識することが少なかったため、利用者の立場で気持ちを推し測ること
に難しさがあると考察されている２）。
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このため、相談援助演習においてはロールプレイングのような体験を通した演習が必要になる。福祉事
務所や児童相談所等の福祉の相談機関では面接室においてソーシャルワーカーとクライエントの１対１の
関係で相談援助がなされることが多い。しかしながら、特別養護老人ホームや障害者支援施設等福祉施設
においては、生活場面で複数の利用者（クライエント）に対して生活支援を行うことから、１対１の関係
よりもダイナミックな関係の中で支援が行われている。相談援助が必要とされる福祉の現場のなかでも、
特に福祉施設における生活支援は集団の中でなされている。したがって、相談援助演習ではある集団場面
に応じたダイナミックな関係の中で適応行為をする体験がなされるタイプのロールプレイングである心理
劇を活用することが考えられる。
以上のことから、本研究では、対人援助における心理劇の特徴や効果を踏まえて、社会福祉士の新カリ
キュラムの相談援助演習において心理劇を活用する意義について検討することを目的とする。
２．社会福祉士の新カリキュラムについて
２００６年４月に改正された介護保険法で市町村の中学校区単位での設置が義務付けられた「地域包括支援
センター」で、社会福祉士の初めて配置義務が設けられた。社会福祉士が総合相談業務、サービス事業者
および行政との連携業務担当者とされた。２００７年１２月に「社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正す
る法律」（平成１９年法律第１２５号）が公布された。社会福祉士の任用・活用の促進を図るため、身体障害者
福祉司、知的障害者福祉司、社会福祉主事の任用資格として社会福祉士を位置づけることとなり、社会福
祉士の職域が広がることになった。
社会福祉士については「専門的知識・技術をもって、福祉に関する相談に応じ、助言、指導、福祉サー
ビスを提供する者又は医師その他の保健医療サービスを提供する者その他の関係者との連絡及び調整その
他の援助を行うこと（「相談援助」）を業とする者」と新たに定義された。また、「誠実義務」と「資質向
上の責務」が加わり、他職種との「連携」の規定が見直された。「誠実義務」については「その担当する
者が個人の尊厳を保持し、その有する能力及び適性に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、常
にその者の立場に立って、誠実にその業務を行わなければならない」、「資質向上の責務」については「社
会福祉及び介護を取り巻く環境の変化による業務の内容の変化に適応するため、相談援助に関する知識及
び技能の向上に努めなければならない」、及び「連携」については「その担当する者に、福祉サービス及
びこれに関連する保健医療サービスその他のサービスが総合的かつ適切に提供されるよう、地域に即した
創意と工夫を行いつつ、福祉サービスを提供する者又は医師その他の保健医療サービスを提供する者その
他の関係者との連携を保たなければならない」とされた。これらのことから、社会福祉士養成カリキュラ
ムが改正されることになった。
社会福祉士は名称独占の資格であるため、社会福祉に関する職域のほとんどは社会福祉士が必置になっ
ているわけではない。しかしながら、現在、社会福祉士の資格を求められることが多くなってはきており、
身体や精神上の障害、環境上の理由等で日常生活に支障がある人や社会生活上の困難がある人に対し、福
祉に関する相談援助を行う専門職のための資格、医療ソーシャルワーカーや社会福祉協議会の活動専門
員、社会福祉協議会の権利擁護や成年後見の事業での職域が広がりつつある。
３．相談援助演習について
２００９年度より改正された社会福祉士養成に関する新カリキュラムについて、平成２０年７月の時点で厚生
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労働省社会・援護局福祉基盤課は、社会福祉士制度が創設されて２０年が経過し、介護保険制度や障害者自
立支援制度等の施行によって措置制度から利用契約制度に転換され、現状に的確に対応できる実践力の高
い社会福祉士を養成するために教育カリキュラムの見直しを行うとした。それは、相談援助に関する科目
の充実を図ること、福祉系大学の実習・演習科目に一定の基準を課すること、及び成年後見や障害者の就
労支援等に活動領域が拡大してきていることを踏まえ、「就労支援サービス」、「権利擁護と成年後見制度」、
「更生保護制度」といった科目を設けることであった。
演習科目に関して、旧カリキュラムでは「社会福祉援助技術演習」だったのが、新カリキュラムでは「相
談援助演習」となり、時間数については、それまでの１２０時間から１５０時間となった。なお、国が示す教育
カリキュラム上はこの法律上の定義との整合性を図るために「相談援助」という言葉が使われている。「相
談援助演習」については、実践力の高い社会福祉士を養成するという観点に立って、新たに拡充された教
育内容も含め、社会福祉士として必要とされる知識及び技術を統合し、これらを実践的に修得するための
科目として位置付け、時間数の充実を図ったとされている。
社会福祉士養成課程における教育内容の見直しについて、実践力の高い社会福祉士を養成する観点か
ら、実習・演習に関する教育内容についても充実・強化を図ることになった。２００８年４月に厚生労働省社
会・援護局から出された「社会福祉士及び介護福祉士養成課程における教育内容等の見直しについて」の
なかで、「相談援助演習」の目標は、相談援助の知識と技術に係る他の科目との関連性も視野に入れつつ、
社会福祉士に求められる相談援助に係る知識と技術について実践的に習得するとともに、専門的援助技術
として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を涵養することとした。そのために、総合的か
つ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげること、
及び指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場面を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中心
とする演習形態により行うこととされた。
４．心理劇の適用について
心理劇はMoreno（１９４６）によって開発され３）、日本では１９５０年代から精神科領域において統合失調症に
対する集団精神療法として適用されてきている。１９８５年からはアスペルガー症候群等精神遅滞がない青年
期の自閉症者に対して心理劇を中心にした取り組みが行われるようになった４）。以降、発達障害に対して
も実践されるようになってきた。自閉症者に対する心理劇を長期間行い、気持ちや意思を表現するように
なったという効果があったとの報告がされている５）、また、高機能広汎性発達障害者１０名から成る集団に
月１回約１年半心理劇的ロールプレイングを実施したら、取り組む前に自己の行動スタイルを中心に他者
とのやりとりをとおして自己を否定的に理解していた対象者が実施後、自己の人格特性を中心に肯定・否
定の両側面から自己を理解するようになったとの報告もある６）。心理劇を自閉症等発達障害に適用するこ
との有効性が報告されるようになった。
近年、心理劇は、心理・教育・医療・福祉等の対人援助の専門職の養成プログラムのなかにも取り入れ
られるようになり、保育士には松村・斉藤・神蔵（１９８６）７）、臨床心理士には東山（２００１）８）、教師養成に
は武田・古賀（２００５）９）による取り組みがなされている。これらの職種は対人援助を個別あるいは集団に
対して行うことが多い。この点では社会福祉士と同様である。しかしながら、社会福祉士養成における相
談援助演習での心理劇の取り組みの報告は見られない。このため、相談援助演習において心理劇を取り入
れ、その教育効果を検証することが求められよう。
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５．心理劇の特徴について
心理劇（サイコドラマ）とは、米国の精神科医モレノが考案し、創始したドラマ形式を用いた集団心理
療法の一技法である。舞台という安全な世界の中で、被治療者がいろいろな役割をいろいろな状況下で演
じることにより、自己実現、自己洞察を可能にするよう、補助自我や監督、観客が携わっていく１０）。この
ため、心理劇は、精神病院、地域保健活動、および治療者のトレーニングなど幅広く適用されており、対
象も認知症高齢者、障害者、健常者、治療者と幅広い。神経症、統合失調症、自閉症、不登校や家庭内暴
力を起こしている児童などは、言葉でコミュニケーションをとるのが苦手な場合が多い。こうしたケース
では心理劇が有効な治療手段となる。
心理劇を実施する集団にあるテーマに応じた劇を即興的・自発的に演じさせ、感情を表現できるように
する。予め決められた筋書き通りに劇が進められていくのではなく、診断的・治療的な目的のもとに参加
者がある役割を演じるようにする。こうして、人間および人間をとりまく状況を探求し、日常生活のなか
で埋没している自発性をひき出すことで、自己理解を深めることが可能となる。心理劇の目的は参加者の
カタルシスと自発性を引き出すことである。自発性とは、葛藤や危機的状況などに遭遇したときに適切な
行為を遂行する力のことである。劇において台本なしに自発的な役割を演じ、自己のテーマを表現するこ
とで、自己洞察やカタルシスを得ることが可能となる。
心理劇療法の方法としては、治療者が監督（director）となって、演者（患者）たちに即興劇を演じさ
せる。演ずる前に話し合うことでお互いの理解を深め、テーマや役柄を決める。役柄の設定にあたっては
各自の意志を尊重する。監督が主役や他の演者と相談しながら劇を作っていく。演者は役を演じながら自
分の気持ちを表現していく。心理劇は現実のなかで体験している世界に近い体験をテーマとして劇化する
ため、主役の体験を理解し共感することが容易になされる。したがって、劇が終わった後、演者は自分の
意見や体験を語ることで、参加者は互いに課題を共有し合うことになる。
心理劇は、被治療者である主役（protagonist※演者のなかに主役が設定される）・治療者である監督と補
助自我（auxiliary ego）・観客（audience）・舞台の５つの構成要素からなっている。演者が主役や脇役など
の役割分担をして演技をし、監督と補助自我は主役などの演者が場面に適応した行為ができるように配慮
する。特に、主役の体験のテーマを引き出し、即興劇のなかで主役のもつ対人関係の問題を表現させ、監
督・補助自我・観客と共にその問題解決を図っていくようにする。このプロセスのなかで、さまざまなダ
イナミックな人間関係において参加者の対人関係の持ち方やこころの動き、参加者が醸し出す雰囲気とそ
の伝播のなかで適応行為を試みることになる。したがって、心理劇を終えて現実の生活に戻る直前の段階
で、役割を解除してクールダウンをすることで心理的な動揺を抑え、心理劇で行ったことが現実の生活に
影響しないような配慮が不可欠である。
心理劇の手順は、日常の役割と異なった役を演じることで自発性を引き出し、自己理解を深めること、
参加者がお互い親しくなれるようにすること、及びありのままの自分を表現すること等の実施上の注意事
項を説明した後、ウォーミング・アップ（第１相）となる。その後、劇化（第２相）、シェアリング（第
３相）と進行する。
ウォーミング・アップ（第１相）では、参加者同士あいさつをしたり、歩いたり体操をしたりして緊張
を和らげ、参加者で劇ができる雰囲気を作っていく。その後、主役を希望する人を募り、主役、その他の
役を演じる人を決めていく。
劇（第２相）では、演者が劇の中で起こるさまざまな事態に即興的に対応していく。相手役と役割を交
換するロールリバーサル（role reversal，役割交代法）、主役の分身をおくダブル（double，二重自我法）、
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他人が替わって演じているのを見るミラー（mirror，鏡映法）などの技法を使いながら、演者が感じたこ
とを表現したり、場面に応じた行為を行ったりしていく。監督は、主役が満足感を味わったところや劇中
のストーリーが終わったところ等劇の雰囲気が最高潮を迎えたときに劇を終えるようにする。
劇が終結した後、シェアリング（第３相）となる。主役はそのドラマによってどのようなことを感じた
のか、想い出されたのかを話すようにする。その他の演者も感じたこと等を話すようにする。
心理劇は、集団心理療法の一技法として用いられるが、教育や訓練のためにも広く活用できるものであ
り、人種差別のような社会的なテーマで行われるときソシオドラマ（社会劇）、教育や訓練などに用いら
れるときロールプレイングということもある。なお、ロールプレイングの場合、役割演技を一種のシュミュ
レーションとして技術訓練などに用いられ、参加者の社会性の発達や教育・指導面を強調するのに対し
て、心理劇は個人のこころの内面の分析に関わる点に特徴があるとされている１１）。したがって、福祉施設
等で要援護者の日常生活や相談援助等の支援を行う福祉専門職の養成教育において適用できる方法と考え
られる。
６．社会福祉領域における心理劇の活用について
レドル（Redl, F，１９５２）は日常生活場面面接（life space interview）と称して、クライエントの自宅やベッ
ドサイド、廊下等の日常生活空間の中で非構造的な面接を行うこととするとしている１２）。面接室を生活場
面に置き換えて、現実の生活の中で起きる諸問題を指導・治療に活用することを意図したものであった。
ジョーンズ（Jones, M，１９６８）の社会的学習（Social Learning）では、精神病院の生活場面における危機状
況を治療的に組織化することで治療効果を狙ったものであった１３）。これらの施設や病院における生活場面
を媒体とした支援方法は、集団に備わったダイナミックな相互作用を利用したものと捉えられる。
これらのことから、福祉施設における集団生活の場面において対人援助を遂行するためには、ダイナミッ
クな相互作用のなかでの適応行為をする体験が必要になる。このため、福祉専門職の研修等で心理劇を活
用することが見られるようになってきた。
柴田（１９８０）は、特別養護老人ホームの介護職員を対象として行った研修会で、認知症高齢者と接する
場面を設定して行った役割演技について、「筆者が仮性の老人性痴呆老人を演じ、寮母は参加者から選ば
れて実演する体験学習場面である。やがて、役割交換が行われ、寮母も交代するに及んで、その場面対応
は変化した。一緒に電話し、手紙を書くとかに始まって、生活指導員への連絡、場面転換、相談、介助付
訪問等といった様々な行為に発展していったのである。以上に象徴される寮母と寮生との接触は無数にあ
り、こうした場面に、複雑に連動して体系化されたものが施設処遇の全体であるといえる。どの場面を捉
えても、それはそのまま全体のシステムにつながり、プラス・マイナスの影響力をもっているのである。
してみれば、日常的に生起してくる寮生のニーズにかかわった事実はおろそかにできるものではない。そ
の個別的、集団的かかわりの意味を施設全体性との関連において、瞬間的に問い直して行動することが常
に要求されるのである」１４）と記している。心理劇によって、特別養護老人ホームにおける介護職員と認知
症高齢者との相互作用から成る役割演技が成された様子とダイナミックで、しかも直感的に適応行為を行
う施設職員の職務が表現されている。
７．社会福祉士等福祉専門職に求められる心理劇を活用した相談援助演習について
近年、社会福祉が対応する個人・家族・組織体・地域の提示する「問題、欠損、病理などのマイナスの
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側面」のみに目を向けるのではなく、むしろもっと「能力、可能性、資源、治癒力などのプラスの側面」
に焦点を定める、いわゆるストレングス視点（strengths perspective）を基にして、それぞれのエンパワメ
ントを強化するアプローチを推進することが重要視されている１５）。相談援助においてストレングス視点を
基にするエンパワメントアプローチを行う場合、援助者が対象者を身体面・心理面・社会面から状況を理
解することが不可欠である。対象者の心理面を理解するためには、多様な視点から人のこころ、気持ち、
行動を捉えなければならない。特に、施設職員等の福祉専門職には、集団生活を営む福祉施設におけるダ
イナミックな対人関係のなかで直感的対象者の状況に判断して切な対応が求められることが多い。このた
め、生活支援や相談援助を行う福祉専門職者には他者理解が求められるが、そのためには援助者に自己覚
知をすることが求められる。心理劇は、さまざまな役割をさまざまな状況下で演じることをとおして自己
実現、自己洞察がなされていくプロセスであることから、自己覚知に影響を及ぼすと考えられる。
長年に渡って統合失調症者に対する心理劇を実践した迎（１９７９）は、「自発的演技行為、即ち、場に適
応した反応というものは唯一ではありません。種々あり得るわけです。演者が自分で種々の適応した反応
の可能性を発見し、選出し得るように誘導してゆかねばなりません。また、間接誘導は本来命令や指示で
はありません。………間接誘導は心理劇その他の集団療法だけではなく、一般社会においても利用できる
自発的誘導法です」１６）と述べている。つまり、自発的演技という適応行為をするためには、直接的な指示
ではなく演じているその人自らが思いつき、判断することが求められるとしている。このことから、間接
誘導は福祉対象者の自発性を引き出すようなストレングス視点を基にしたエンパワメントを強化するアプ
ローチそのものの技法とも捉えられる。したがって、特に福祉専門職者を養成するための相談援助演習に
おいて心理劇の間接誘導を習得することが重要と考えられる。
１９９２年に対人援助専門職者に実施した心理劇の研修において監督として迎（当時、福岡心理劇研究会主
宰）は、「真夏のある昼下がり、晴れ渡ったなかで太陽の光を浴びながら、山道を登っていくと峠に小さ
な茶店があり、あまりにも熱いのでしばらく休憩しようと店内に入って椅子に腰かけた。すると、この客
人はきっと暑い中を随分歩いたのではないかなと想った茶店の娘が、氷水だけでなく、山の水を絞った冷
たいおしぼりを客人に差し出した。客人はこの娘の心配りを感じ疲れが癒された。………」との場面を構
成し、参加者が演者となって場面に応じた役割を演じたことがあった。客人を演じた参加者は補助自我で
あり、直接的な指示がなくても暑い中山道を随分歩いた様子を演じ、茶店の娘（主人公役）は山の水を絞っ
た冷たいおしぼりを客人に差し出すという心配りをした様子を演じた。このことは、補助自我による間接
誘導がなされたことを意味する。また、主人公の茶店の娘は、客人の状況や気持ちを推察して冷たいおし
ぼりを差し出しているため、相手の状況や気持ちを理解した上での行為であった。このように劇の場面で
は相手の状況を見て、そのこころや気持ちを感じとることを要求されるため、相談援助演習の受講者の自
己覚知や他者理解を深めるために活用できることが推察される。
集団心理療法に用いる場合でも相談援助演習で用いる場合でも心理劇をうまく展開させるためには、劇
をする集団をウォームアップすることが大切である。劇の参加メンバーが劇をやってみようという気持ち
となり、演出の計画をイメージアップし、場の変化に直ちに反応して自分の体が動き、「せりふ」が口か
らつい出るようにしておくことが求められる１７）。このため、心理劇における劇化の前段階であるウォーミ
ング・アップ（第１相）には、特に、その場の状況を瞬時に判断して適切な対応をすることが求められる。
このことは、福祉施設等で生活支援や相談援助を行う福祉専門職者にとっても職務上必要である。したがっ
て、福祉専門職者の研修には心理劇のウォーミング・アップ（第１相）が有効であるといえよう。ウォー
ミング・アップ（第１相）の題材は様々であり、技法として音楽を使ってイメージアップを図ることの有
効性や場面の雰囲気を醸し出すような即興で演奏されれば、音楽自体に補助自我と間接誘導の要素がある
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ことが報告されている１８）。このようなことから、相談援助演習ではウォーミング・アップ（第１相）の段
階で、さまざまなテーマでイメージアップを図る体験をすることが自発的適応行為を誘発し、自己覚知に
繋がると考えられる。また、このような体験をした者が福祉専門職として福祉の現場で生活支援や相談支
援を行う際、対象者のストレングス視点を基にするエンパワメントを強化するアプローチを容易にすると
推察される。
８．ま と め
社会福祉士養成のための新カリキュラムの相談援助演習の目標には、専門的援助技術として概念化し理
論化し体系立てていくことができる能力を涵養するとあり、援助場面を想定した実技指導を中心とする演
習が求められた。本研究では対人援助における心理劇の特徴や効果を踏まえて、社会福祉士の新カリキュ
ラムの相談援助演習において心理劇を活用する意義について検討した。施設職員等の福祉専門職には、集
団生活を営む福祉施設におけるダイナミックな対人関係のなかで直感的に対象者の状況を判断して適切な
対応をすることが求められる。このため、心理劇について即興で状況に応じた自発的な適応行為が求め
られるため、さまざまな役割をさまざまな状況下で演じることをとおして自己実現、自己洞察がなされ
ていくプロセスが自己覚知に影響を及ぼすこと、自発的演技という適応行為をするためには、直接的な
指示ではなく演じているその人自らが思いつき、判断する間接誘導の技法があること、間接誘導は福祉
対象者の自発性を引き出すようなストレングス視点を基にしたエンパワメントを強化するアプローチその
ものの技法とも捉えられること、福祉専門職者を養成するために間接誘導を習得することが求められる
こと、他者理解を深めるために活用できること、ウォーミング・アップ（第１相）の段階でイメージ
アップを図る体験が自発的適応行為と自己覚知に繋がり、福祉対象者のストレングス視点を基にするエン
パワメントを強化するアプローチを容易にすること、以上が相談援助演習で活用できると考えた。
今後、心理劇における間接誘導が福祉対象者のストレングス視点を基にしたエンパワメントを強化する
アプローチであること、ウォーミング・アップ（第１相）の段階でイメージアップを図る体験の意義を明
確にすること、及び心理劇が自己覚知・他者理解に影響することを検証する必要がある。
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